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夏の健康管理＜熱中症＞

4～9月は熱中症予防強化キャンペーン期間です

熱中症は室内・職場でもおこります。こまめな水分摂取を心がけてください。
また、バランスのとれた食事・質のよい睡眠をとって熱中症予防のためのからだづくりをしましょう！

昨年の熱中症による救急搬送人員は４７，８７７人（令和３年５月～８月）でした。
ここ４年では一番少なかったものの毎年多くの人が熱中症で救急搬送されています。
熱中症への危険性が極めて高い時に発令される「熱中症警戒アラート」システムが
令和３年度より全国で運用され、危険な暑さに対する注意喚起がなされています。

確認しておきたい、熱中症の応急処置

夏場は、熱中症予防の観点から
マスクが必要ない場面では
マスクを外すことが推奨されています。

くわしい情報はこちらで確認

「熱中症予防情報サイト」

全国・各地域の暑さ指数や、ア
ラート情報を詳しく知ることが出
来ます。

登録しておくと暑さ指数に応じて
通知をしてくれる配信サービスも
あります。

飲むものは何でもよい？

普段の水分摂取には水
やお茶、汗をかいたりし
たときにはスポーツドリン
クなど塩分を含んだもの
を摂取しましょう

アルコールは利尿効果
により脱水症状が悪化す
るおそれがあります。

また、カフェインを沢山含
むものもお勧め出来ませ
ん。

感染症対策と
マスク着用に関する考え方について

「マスクの着用の考え方及び
就学前児の取り扱いについて」

「熱中症警戒アラート」が発令されたら
～熱中症環境保健マニュアル２０２２より～

暑さ指数が３１を超えると「危険」
レベル。暑さ指数が３３を超えると
予想されるときにアラートが発令
されます！
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